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  河北郡市地区 

 

• かほく市･内灘町・津幡町 

    (旧 河北郡） 

• 人口   98,109人   

• 医師会員 ２２８名 

• 診療所    53施設 

• 病院       8施設 

 （平成27年2月末現在） 
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河北地区 糖尿病発症・重化予防ネットワーク協議会 

《基本的合意事項》 

◎「病診連携のためのルール作り」について 
 … 紹介・逆紹介のルールを明確にしておく必要があるが、あまり細かく
取り決めると運用しにくい状況となるため、「糖尿病対策推進会議(県)」
作成の「紹介・逆紹介基準」の利用を基本とする。 
 加えて、診療情報提供書がそのままパスとなるようなひな形の作成を検
討し、作成した。 
 
◎ 研修会・症例検討会の開催 
 … 金沢医科大学病院 内分泌・代謝科を中心として開催予定を計画する。 
 
◎糖尿病の医療機関リストについて 
 … 河北地区からの医療機関リストへの登録が少ないので、医師会・眼科
医会・歯科医師会より呼びかけを行い、登録医療機関を増やすようにする。 
 申請のための要件がわかりにくいとの意見があるが、あまり厳格な適応
を求めるより、多くの医院・診療所の積極的な参加を求めることに重点を
おく。 



《研修会・症例検討会の開催》 
１.特定健診説明会における講演  

          

  ①平成26年5月16日（金）<内灘町>  参加者 48名 
 ②平成26年5月20日（火）<津幡町>  参加者 57名 
 ③平成26年6月 5日（木）<かほく市> 参加者 52名 
 
【対象】河北郡市で国保特定健診を受諾している医院・ 
        診療所の医師・看護師・事務職   
【内容】河北郡市における特定健診結果による保健・医療   
        連携体制構築の説明と“かかりつけ医”登録への    
        積極的参加の呼びかけ 
  



 
糖尿病患者の保健医療連携体制について

意見交換・整備 
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河北郡市糖尿病発症・重症化予防に関する保健・医療の連携体制の構築 



２.糖尿病フェア  

• 平成26年11月30日（日）  かほく市で開催 

              参加者  96名 
【対象】かほく市在住の一般市民 

【内容】 

・講演、血糖・ＨｂＡ1ｃ測定（血液検査は先着40名） 

    「糖尿病ってどんな病気？」北谷秀樹先生 

    「糖尿病と目の病気」北勝利先生 

    「糖尿病と歯周病」濱田久先生 

• 医師、歯科医師、栄養士による個別相談 

• メタボ予防体操指導 

• 糖尿病に関する展示 

• 食事についてメニュー選びとご飯量について体験学習 

 

 



3. 『第２回 糖尿病を知ろう！勉強会』 

平成26年12月7日（日）   参加者30名 

【対象】河北郡市および粟崎地区で糖尿病患者  

    に関わっている医師・コメディカルス 

    タッフ 

【内容】・患者体験談 

       「糖尿病を持ちながらの生活」 

    ・事例検討グループワーク 

 

      





 
4.『河北・内灘・粟崎 糖尿病診療を考える会』 

 平成27年3月12日（木）  参加者 46名     

【対象】河北郡市医師会および粟崎地区の 

    金沢市医師会の会員医師、他 

【内容】講演「糖尿病網膜症の治療」 

  石川県眼科医会 北 勝利 先生 

      



 

《配布資料等の作成》 
 

・『糖尿病と歯周病』リーフレット作成（患者向け） 

・『性機能低下（ＥＤ）』リーフレット作成（患者向け） 

 ・ ピンバッジ追加作成 

 ・ クリアファイルの作成 

 ・  キャラクターマスコット、着ぐるみ作成 

 ・  糖尿病手帳用キャラクターシール 

 

 





１. 第3回金沢医科大学病院学術交流会 

河北郡市・羽咋郡市医師会共催 
平成26年６月26日（木） 

休暇村能登千里浜 

  古家先生 講演 

《その他の活動》 



 

 

２. 第４回金沢医科大学病院学術交流会in能登 

能登北部・七尾市医師会共催 

 • 平成２６年１０月２５日（土） 

• キャッスル真名井 

   中川先生 講演 

 



３. ＦＭかほく『金沢医科大学メディカルナビ』 
  サンセットクルージング出演 

    平成２６年６月２３日（火） 

       糖尿病教室；糖尿病予防啓発のための寸劇披露 

４. 市民公開セミナー 

  『糖尿病と糖尿病腎症に対する栄養を考える』 
   金沢医科大学・公益財団法人橘勝会すこやか健康応援団主催 

     河北地区糖尿病発症・重症化予防ネットワーク協議会共催 

 
平成２７年２月２２日（日） 

参加者 49名 





まとめ 

 

 

• 河北地区における糖尿病発症・重症化予防に関
する紹介・逆紹介基準を示し、保健・医療の連携
体制を整備 

 

• 地域住民への普及啓発活動 

 

   

  

 

 

 

 

 



今後の課題 
～次年度に向けた活動について～ 

• 糖尿病発症・重症化予防に関する保健・医療の連
携体制を整備した成果には時間がかかる。 

 ⇒その成果について報告出来るようにしたい。 

• 糖尿病発症重症化予防のためのより一層の協力・
連携に取り組む。 

 ⇒・行政が勧奨する未受診者数、治療中断者数の把握と重症化予防   

        に向けた働きかけ 

      ・ＨｂＡ１ｃデータの推移を見ていく 

   ・透析導入患者の推移を見ていく   

• 地域住民への普及啓発活動強化 
   ⇒イベントを通しての地域住民への情報発信 

 

 

 

 



ご清聴ありがとうございました。 


